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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入射光を光電変換して画像信号を出力する撮像手段と、
　前記撮像手段の撮影領域内の測光領域において前記画像信号から得られる露光量と、予
め定めたプログラム線図に基づいて露出制御を行う露出制御手段と、
　前記撮像手段の撮影領域内に予め設定された複数の焦点調節領域それぞれについて、各
焦点調節領域における前記画像信号のコントラストを表すコントラスト評価値を算出する
算出手段と、
　前記算出されたコントラスト評価値に基づいて、焦点調節制御を行う焦点調節手段と、
　前記複数の焦点調節領域の内、予め決められた輝度以上の輝度を示す画像信号を、予め
決められた数以上含む高輝度の焦点調節領域を検出し、該検出した高輝度の焦点調節領域
の数を計数するとともに、焦点調節領域に含まれる画像信号の輝度平均値が予め決められ
た輝度よりも低い低輝度の焦点調節領域を検出し、該検出した低輝度の焦点調節領域の数
を計数する計数手段と、を有し、
　前記露出制御手段は、前記計数された高輝度の焦点調節領域の数が予め決められた第１
の閾値を超える場合に、前記撮像手段の露光量を減らすように焦点調節のための第１の露
出制御を行い、前記計数された低輝度の焦点調節領域の数が予め決められた第２の閾値を
超える場合に、前記撮像手段の露光量を増やすように焦点調節のための第２の露出制御を
行うことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
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　前記第１の閾値は、前記複数の焦点調節領域の数の半数であることを特徴とする請求項
１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記露出制御手段は、前記撮像手段の光電変換におけるリニアリティが保てる範囲で、
前記露光量を減らすように前記第１の露出制御を行うことを特徴とする請求項１または２
に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記撮像装置は、前記撮像手段の撮影領域内に設定された前記複数の焦点調節領域のコ
ントラスト評価値に基づいて焦点調節を行う多点ＡＦモードと、前記撮像手段の撮影領域
内に設定された１つの焦点調節領域のコントラスト評価値に基づいて焦点調節を行う１点
ＡＦモードとを有し、
　前記１点ＡＦモードが設定された場合に、前記計数手段による動作を行わず、前記露出
制御手段は、前記設定された１つの焦点調節領域の輝度が、予め決められた範囲となるよ
うに露出制御を行うことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　入射光を光電変換して画像信号を出力する撮像手段と、
　前記撮像手段の撮影領域内の測光領域において前記画像信号から得られる露光量と、予
め定めたプログラム線図に基づいて露出制御を行う露出制御手段と、
　前記撮像手段の撮影領域内に予め設定された複数の焦点調節領域それぞれについて、各
焦点調節領域における前記画像信号のコントラストを表すコントラスト評価値を算出する
算出手段と、
　前記算出されたコントラスト評価値に基づいて、焦点調節制御を行う焦点調節手段と、
　前記複数の焦点調節領域の内、予め決められた輝度以上の輝度を示す画像信号を、予め
決められた数以上含む高輝度の焦点調節領域を検出し、該検出した高輝度の焦点調節領域
の数を計数する計数手段と、を有し、
　前記露出制御手段は、静止画を撮影する静止画モードでは、前記計数された高輝度の焦
点調節領域の数が予め決められた閾値を超える場合に、前記撮像手段の露光量を減らすよ
うに焦点調節のための露出制御を行い、動画を撮影する動画モードでは、前記焦点調節の
ための露出制御を行わないことを特徴とする撮像装置。
【請求項６】
　撮像手段が入射光を光電変換して画像信号を出力する撮像工程と、
　前記撮像手段の撮影領域内の測光領域において前記画像信号から得られる露光量と、予
め定めたプログラム線図に基づいて露出制御を行う露出制御工程と、
　前記撮像手段の撮影領域内に予め設定された複数の焦点調節領域それぞれについて、各
焦点調節領域における前記画像信号のコントラストを表すコントラスト評価値を算出する
算出工程と、
　前記算出されたコントラスト評価値に基づいて、焦点調節制御を行う焦点調節工程と、
　前記複数の焦点調節領域の内、予め決められた輝度以上の輝度を示す画像信号を、予め
決められた数以上含む高輝度の焦点調節領域を検出し、該検出した高輝度の焦点調節領域
の数を計数するとともに、焦点調節領域に含まれる画像信号の輝度平均値が予め決められ
た輝度よりも低い低輝度の焦点調節領域を検出し、該検出した低輝度の焦点調節領域の数
を計数する計数工程とを有し、
　前記露出制御工程において前記計数された高輝度の焦点調節領域の数が予め決められた
第１の閾値を超える場合に、前記撮像手段の露光量を減らすように焦点調節のための第１
の露出制御を行い、前記計数された低輝度の焦点調節領域の数が予め決められた第２の閾
値を超える場合に、前記撮像手段の露光量を増やすように焦点調節のための第２の露出制
御を行う
ことを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項７】
　撮像手段が入射光を光電変換して画像信号を出力する撮像工程と、
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　前記撮像手段の撮影領域内の測光領域において前記画像信号から得られる露光量と、予
め定めたプログラム線図に基づいて露出制御を行う露出制御工程と、
　前記撮像手段の撮影領域内に予め設定された複数の焦点調節領域それぞれについて、各
焦点調節領域における前記画像信号のコントラストを表すコントラスト評価値を算出する
算出工程と、
　前記算出されたコントラスト評価値に基づいて、焦点調節制御を行う焦点調節工程と、
　前記複数の焦点調節領域の内、予め決められた輝度以上の輝度を示す画像信号を、予め
決められた数以上含む高輝度の焦点調節領域を検出し、該検出した高輝度の焦点調節領域
の数を計数する計数工程と、を有し、
　前記露出制御工程において、静止画を撮影する静止画モードでは、前記計数された高輝
度の焦点調節領域の数が予め決められた閾値を超える場合に、前記撮像手段の露光量を減
らすように焦点調節のための露出制御を行い、動画を撮影する動画モードでは、前記焦点
調節のための露出制御を行わないことを特徴とする撮像装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置及びその制御方法に関し、更に詳しくは、撮像装置における自動焦
点調節技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カメラの自動焦点検出装置において用いられる焦点検出方法として、コントラス
トＡＦ方式が良く知られている。コントラストＡＦ方式では、撮像素子を用いて得られた
画像信号から高周波成分を抽出して、焦点状態を示すコントラスト評価値を求め、このコ
ントラスト評価値が最大になるようにフォーカスレンズの位置を制御する。
【０００３】
　このようなコントラストＡＦ方式において、予め決められた焦点調節領域に合焦させる
ために、その焦点調節領域のコントラスト評価値を求める場合、その焦点調節領域に輝度
飽和が発生していると、次のような問題があった。即ち、焦点位置で表れるはずのコント
ラスト評価値のピークが輝度飽和の影響で崩れてしまい、合焦精度が落ちてしまう。
【０００４】
　そこで、焦点調節領域に輝度飽和が所定時間以上継続して発生していた場合、焦点調節
領域を拡大する焦点検出装置が提案されている（例えば、特許文献１参照）。このような
拡大制御を行うことにより、焦点位置で表れるはずのコントラスト評価値のピークが、輝
度飽和の影響で崩れる悪影響を軽減することができるようになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－２１３８４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１では１つの焦点調節領域に対して焦点調節領域を拡大して焦点検出を行って
いたが、複数の焦点調節領域で焦点検出を行う場合には焦点調節領域が隣接する構成をと
りうる。このような構成では、焦点調節領域を拡大することができなくなってしまい、特
許文献１の手法を用いることができない。
【０００７】
　本発明は上記問題点を鑑みてなされたものであり、複数の焦点調節領域でコントラスト
ＡＦ方式の焦点検出を行う際に、輝度飽和による焦点検出性能の低下を抑えることを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の撮像装置は、入射光を光電変換して画像信号を出
力する撮像手段と、前記撮像手段の撮影領域内の測光領域において前記画像信号から得ら
れる露光量と、予め定めたプログラム線図に基づいて露出制御を行う露出制御手段と、前
記撮像手段の撮影領域内に予め設定された複数の焦点調節領域それぞれについて、各焦点
調節領域における前記画像信号のコントラストを表すコントラスト評価値を算出する算出
手段と、
　前記算出されたコントラスト評価値に基づいて、焦点調節制御を行う焦点調節手段と、
前記複数の焦点調節領域の内、予め決められた輝度以上の輝度を示す画像信号を、予め決
められた数以上含む高輝度の焦点調節領域を検出し、該検出した高輝度の焦点調節領域の
数を計数するとともに、焦点調節領域に含まれる画像信号の輝度平均値が予め決められた
輝度よりも低い低輝度の焦点調節領域を検出し、該検出した低輝度の焦点調節領域の数を
計数する計数手段と、を有し、前記露出制御手段は、前記計数された高輝度の焦点調節領
域の数が予め決められた第１の閾値を超える場合に、前記撮像手段の露光量を減らすよう
に焦点調節のための第１の露出制御を行い、前記計数された低輝度の焦点調節領域の数が
予め決められた第２の閾値を超える場合に、前記撮像手段の露光量を増やすように焦点調
節のための第２の露出制御を行う。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、複数の焦点調節領域でコントラストＡＦ方式の焦点検出を行う際に、
輝度飽和による焦点検出性能の低下を抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態におけるデジタルカメラの構成を示すブロック図。
【図２】カメラＤＳＰの機能構成を示すブロック図。
【図３】１点ＡＦモードにおける焦点検出領域を示す模式図。
【図４】多点ＡＦモードにおける焦点検出領域を示す模式図。
【図５】実施の形態における焦点検出動作を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、添付図面を参照して本発明を実施するための最良の形態を詳細に説明する。
【００１２】
＜デジタルカメラの構成＞
　図１は本実施例のデジタルカメラの構成を示すブロック図である。図１に示すように、
デジタルカメラ１００は、ＣＰＵやＭＰＵ等によって構成され全体の制御を司るシステム
コントローラ１２９と、光学系全体を制御するレンズコントローラ１０７とを有する。
【００１３】
　システムコントローラ１２９とレンズコントローラ１０７間の通信では、被写体像を結
像させるフォーカスレンズ１０１の駆動命令、停止命令、駆動量、要求駆動速度がシステ
ムコントローラ１２９から送信される。また、さらに入射光線を調節する絞り１０２の開
口制御の駆動量、駆動速度、及びレンズ側の各種データの送信要求がシステムコントロー
ラ１２９から送信される。なお、図１には光学系を構成するレンズのうちフォーカスレン
ズ１０１のみを示しているが、この他、不図示の変倍レンズや固定レンズ等、複数のレン
ズが設けられている。
【００１４】
　焦点調節制御の際、システムコントローラ１２９はレンズコントローラ１０７に対して
、レンズ駆動方向や駆動量及び駆動速度についての指令を行う。レンズコントローラ１０
７は、システムコントローラ１２９からのレンズ駆動命令を受信すると、レンズ駆動制御
部１０４を通じてレンズ駆動機構１０３を制御する。レンズ駆動機構１０３は、ステッピ
ングモータを駆動源として有し、フォーカスレンズ１０１を光軸に沿って駆動する。フォ
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ーカスレンズ１０１の焦点位置は、例えばレンズ駆動機構１０３を構成するモータの回転
パルス数を検出するパルスエンコーダ等により構成されるレンズ位置情報検出部１０９を
通じて、レンズコントローラ１０７に送られる。その出力は、レンズコントローラ１０７
内の不図示のハードウェアカウンタに接続され、フォーカスレンズ１０１が駆動されると
、位置情報がハード的にカウントされる。レンズコントローラ１０７がレンズ位置を読み
取る際は、内部のハードウェアカウンタのレジスタにアクセスして、記憶されているカウ
ンタ値を読み出す。
【００１５】
　また、レンズコントローラ１０７は、システムコントローラ１２９からの絞り制御命令
を受信すると、絞り駆動制御部１０６を介して、絞り１０２を駆動する絞り駆動機構１０
５を制御し、受信した駆動量に従って絞り１０２を制御する。
【００１６】
　レンズコントローラ１０７には、少なくとも一部が不揮発性記憶媒体で構成されるメモ
リ１０８が接続されている。メモリ１０８には、不図示の変倍レンズの焦点距離、絞り１
０２の開放絞り値、設定可能な絞り駆動速度といった性能情報が記憶されている。
【００１７】
　絞り１０２で調節された入射光線は、機械シャッタであるフォーカルプレーンシャッタ
１１０の開口から光学フィルタ１１１を介して、撮像素子１１２に至る。光学フィルタ１
１１は、赤外線をカットして可視光線を撮像素子１１２へ導く機能と、光学ローパスフィ
ルタとしての機能とを有する。
【００１８】
　フォーカルプレーンシャッタ１１０は、先幕及び後幕を備えて構成されており、入射光
線の透過及び遮断を制御する。シャッタ制御部１１４は、システムコントローラ１２９か
らの信号に応じて、フォーカルプレーンシャッタ１１０の先幕及び後幕の走行駆動を制御
する。フォーカルプレーンシャッタ１１０の先幕及び後幕は、バネを駆動源として有して
おり、シャッタ走行後、次の動作のためのバネチャージを要する。そのため、シャッタチ
ャージ機構１１３がバネのチャージを行う。また、システムコントローラ１２９は、撮像
素子１１２における所定の測光領域の出力から得られる露光量と、撮像素子１１２の電荷
蓄積時間、露光感度及び絞り値との関係が定められたプログラム線図をＥＥＰＲＯＭ１２
２に記憶している。
【００１９】
　撮像素子１１２は、撮像系全体の駆動タイミングを決定しているタイミングジェネレー
タ１１８からの信号に基づく、画素ごとの水平駆動及び垂直駆動を制御するドライバ１１
７からの出力によって制御される。そして、撮像素子１１２は、被写体像を光電変換して
画像信号を生成して出力する。撮像素子１１２から出力された画像信号は、ＣＤＳ／ＡＧ
Ｃ回路１１５で増幅され、Ａ／Ｄコンバータ１１６でデジタル信号へ変換される。
【００２０】
　Ａ／Ｄコンバータ１１６から出力されたデジタル信号は、出力先をシステムコントロー
ラ１２９からの信号に基づいて選択するセレクタ１２１を介して、メモリコントローラ１
２７へ出力される。メモリコントローラ１２７へ入力されたデジタル信号は、フレームメ
モリであるＤＲＡＭ１２８に全て転送される。デジタルカメラ１００は、ＤＲＡＭ１２８
への転送結果をセレクタ１２１を介してビデオメモリ１２０へ定期的（毎フレーム）に転
送することで、モニタ表示部１１９によりファインダ表示を行っている。
【００２１】
　カメラＤＳＰ１２６には、システムコントローラ１２９のほか、タイミングジェネレー
タ１１８と、セレクタ１２１を通じてＡ／Ｄコンバータ１１６及びビデオメモリ１２０と
、ワークメモリ１２５とが接続されている。
【００２２】
　撮影時は、システムコントローラ１２９からの制御信号によって、１フレーム分のデジ
タル信号をＤＲＡＭ１２８から読み出し、カメラＤＳＰ１２６で画像処理を行ってから、
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一旦、ワークメモリ１２５に記憶される。そしてワークメモリ１２５のデータは、圧縮・
伸張回路１２４で所定の圧縮フォーマットに基づいてデータ圧縮され、その結果が外部の
不揮発性メモリ１２３に記録される。不揮発性メモリ１２３としては、通常、半導体メモ
リカードなどの着脱可能な記録媒体が用いられる。不揮発性メモリ１２３として、磁気デ
ィスクや光ディスクをはじめとして任意の不揮発性記録媒体を用いても差し支えない。
【００２３】
　システムコントローラ１２９と接続されている操作スイッチ１３１は、ユーザーがデジ
タルカメラ１００の各種設定項目に対する操作入力を行うための入力デバイス群であり、
任意の入力デバイスが含まれる。表示部１３０は、液晶パネル、ＬＥＤ（発光ダイオード
）、有機ＥＬパネルなどの表示素子であり、操作スイッチ１３１に含まれるスイッチ類に
より設定または選択されたデジタルカメラ１００の動作状態を表示する。
【００２４】
　レリーズスイッチＳＷ１（１３２）は、内包する２段階ストロークのレリーズボタンが
半押し（１段押下）された際にオンとなり、オンされることでシステムコントローラ１２
９は測光や焦点検出などの撮影準備動作を開始する。レリーズスイッチＳＷ２（１３３）
は、レリーズボタンが全押し（２段押下）された際にオンとなり、オンされることで静止
画記録のための撮影動作（電荷蓄積及び電荷読み出し動作）を開始させる。
【００２５】
　ライブビューモードスイッチ１３４は、モニタ表示部１１９でのファインダ表示（ライ
ブビュー）のオン／オフを制御するためのスイッチである。動画スイッチ１３５は、動画
を取得するために、電荷蓄積及び電荷読み出しを繰り返し行う動作を開始させるためのス
イッチである。デジタルカメラ１００の電源投入時は、初期設定として静止画を記録する
設定（以下、「静止画モード」と呼ぶ。）になっているが、動画スイッチ１３５が操作さ
れることで、動画を記録する設定（以下、「動画モード」と呼ぶ。）に切り替わる。動画
モード状態で動画スイッチ１３５が再び操作されると、静止画モードに設定が戻される。
【００２６】
　次に、カメラＤＳＰ１２６の機能構成について、図２を用いて説明する。撮像素子１１
２で生成された画像信号は、上述のようにＣＤＳ／ＡＧＣ回路１１５で増幅され、Ａ／Ｄ
コンバータ１１６でデジタル信号に変換され、セレクタ１２１を介してカメラＤＳＰ１２
６へ入力される。カメラＤＳＰ１２６は、コントラストＡＦに用いられるコントラスト評
価値の算出、顔の検出、撮像面での位相差ＡＦに用いられるデフォーカス量の算出を行う
。
【００２７】
　コントラスト評価値を算出するため、カメラＤＳＰ１２６に入力された画像信号は、ま
ず、カメラＤＳＰ１２６内のＤＳＰ内部メモリ２０１を経て、焦点検出領域抽出ブロック
２０２に入力される。焦点検出領域抽出ブロック２０２は、全画面分の画像信号から焦点
検出領域とその近傍の画像を抽出して、コントラスト評価値算出ブロック２０３に供給す
る。１つの焦点検出領域の大きさは、画面全体の大きさを１として１／５～１／１０程度
であることが望ましい。なお、画面内における焦点検出領域の位置や大きさは、システム
コントローラ１２９より焦点検出領域抽出ブロック２０２に対して設定できるよう構成さ
れる。コントラスト評価値算出ブロック２０３は、焦点検出領域とその近傍の画像に対し
てデジタルフィルタ演算処理を行って所定の周波数成分を抽出して、焦点検出領域のコン
トラスト評価値としてシステムコントローラ１２９に出力する。輝度飽和検出ブロック２
０４は、焦点検出領域抽出ブロック２０２で抽出された焦点検出領域が、輝度飽和と判断
する所定輝度以上の高輝度の画像信号を、所定画素数以上含んでいるか検出する。検出結
果は輝度飽和情報としてシステムコントローラ１２９に出力される。
【００２８】
＜デジタルカメラの動作＞
　次に、デジタルカメラ１００が有する動作モードについて説明する。本実施の形態にお
いては、デジタルカメラ１００は焦点検出の動作モードを２種類備えているものとする。
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１つ目は、撮像素子１１２の撮影領域内に設けられた１つの焦点検出領域に対して焦点検
出を行う「１点ＡＦモード」である。２つ目は、撮像素子１１２の撮影領域内に設けられ
た複数の焦点検出領域に対して所定の検出優先順位に基づいて焦点検出すべき領域を自動
で選択して焦点検出を行う「多点ＡＦモード」である。焦点検出の動作モードは、操作ス
イッチ１３１を通じた操作入力により切り替えられる。以下、上記２種類のＡＦモードに
ついて、図３及び図４を用いて説明する。
【００２９】
　図３は、１点ＡＦモードにおける焦点検出領域を示す模式図である。図３において、撮
影構図３０１の中に、主被写体である人物３０２、発光状態の街灯３０３、背景の樹木３
０４、手前の生垣３０５、人物の顔付近に設定された焦点検出領域３０６が存在している
。１点ＡＦモードでは、操作スイッチ１３１を通じた操作入力により、撮影構図３０１の
範囲内で焦点検出領域３０６を移動することができる。図３においては、人物３０２の顔
に焦点検出領域３０６が設定されている。デジタルカメラ１００の電源が入れられて、被
写体像の撮像と撮像結果を表示部１３０に表示するライブビュー動作が始まった後、ＳＷ
１（１３１）が押下されることで、焦点検出領域３０６に対して焦点検出が行われる。
【００３０】
　図４は、多点ＡＦモードにおける焦点検出領域を示す模式図である。図４においても、
図３と同様の撮影構図３０１を示しているが、焦点検出領域３０６の代わりに、水平６領
域と垂直４領域の計２４領域で独立して焦点検出可能な多点焦点検出領域４０６が存在し
ている。多点ＡＦモードは、１点ＡＦモードと異なり、操作入力により任意量だけの移動
を行うことができないモードで、最終的に合焦する焦点検出領域はデジタルカメラ１００
の焦点検出動作に任される。図４においては、人物３０２から生垣３０５の一部分が、複
数の多点焦点検出領域４０６に含まれている。デジタルカメラ１００の電源が入れられて
、被写体像の撮像と撮像結果を表示部１３０に表示するライブビュー動作が始まった後、
ＳＷ１（１３１）が押下されることで、水平６領域と垂直４領域の計２４領域に対する多
点ＡＦモードでの焦点検出が行われる。
【００３１】
　次に、本実施の形態における焦点検出動作について図５のフローチャートを用いて説明
する。なお、特に説明しない限り、以下に説明する制御はシステムコントローラ１２９に
より行われる。
【００３２】
　まず、レリーズスイッチＳＷ１（１３２）が操作されて、焦点検出命令が発生すること
により開始される。なお、デジタルカメラ１００は、予め電源が投入されていて、ライブ
ビュー命令の発生に伴い、１秒間に３０乃至６０ｆｐｓ程度の撮像と表示が開始されるも
のとする。
【００３３】
　はじめに、Ｓ１１にて、焦点検出モードが多点ＡＦモードであるか判定する。多点ＡＦ
モードであればＳ１２へ進み、１点ＡＦモードであればＳ１７へ進む。
【００３４】
　Ｓ１２では、動画スイッチ１３５の操作により撮影モードが静止画モードであるかどう
か判定する。撮影モードが静止画モードであれば、高輝度対策の露光制御が必要か判断す
る処理を行うため、Ｓ１３へ進む。動画モードであれば、動画記録の品質を優先して焦点
検出のための露光制御を行わないことが望ましいため、高輝度対策の露光制御をバイパス
して、Ｓ１６へ進む。
【００３５】
　Ｓ１３では、図４に示す水平６領域と垂直４領域の計２４の多点焦点検出領域４０６の
うち、予め決められた輝度以上の輝度を有する高輝度の画像信号を、予め決められた数以
上含む高輝度の多点焦点検出領域を検出し、Ｓ１４へ進む。Ｓ１４では、Ｓ１３で検出し
た高輝度の多点焦点検出領域の数をカウントし、所定の閾値より大きいか判定する。高輝
度の多点焦点検出領域の数が閾値を超える場合は、高輝度対策の露出制御を行わせるため
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、Ｓ１５へ進む。閾値以下の場合はＳ１６へ進む。ここで、所定の閾値を小さく設定する
と、撮影構図上の面積の小さな高輝度領域が混入しただけで、後述するＳ１５の高輝度対
策の露出制御が行われることになる。逆に、所定の閾値を大きく設定すると、撮影構図上
で大規模に高輝度領域が混入したときだけ、後述するＳ１５の高輝度対策の露出制御が行
われることになる。このため、所定の閾値は、例えば多点焦点検出領域の数の半数程度と
定義することが望ましい。Ｓ１５では、所定の閾値より多くの多点焦点検出領域で高輝度
が検出されているので、露光量をアンダー側に変更する。
【００３６】
　ここで、露光制御の変更幅について説明する。多点ＡＦモードでは、さまざまな露光条
件の被写体が焦点検出領域に混在する可能性がある。つまり、ある多点焦点検出領域には
高輝度が混入しているものの、他の領域では露光量がアンダーという場合もある。このと
き、混入した高輝度の画像信号にのみ着目して露光量をアンダーにしてしまうと、露光量
が元々アンダーだった他の領域がさらにアンダーになってしまい、その領域での焦点検出
の精度が落ちたり、焦点検出を行うことができなくなったりしてしまう。よって、高輝度
の画像信号の混入による露光量のアンダー制御は、撮像素子１１２の光電変換におけるリ
ニアリティが保てる範囲（いわゆるダイナミックレンジ）に抑えておくことが望ましい。
具体的なデジタルカメラ１００の動作としては、Ｓ１５で露光制御をアンダー側に変更す
る際の露光変化量に上限を設けておき、所定の露光変化量を超えて露光制御をアンダー側
に制御しないようにする。上述した高輝度対策の露出制御を行った後、Ｓ１６に進む。
【００３７】
　Ｓ１６は、レンズ１０１のフォーカス位置を変更しながら、それぞれの多点焦点検出領
域４０６でコントラスト評価を行い、最も至近側にコントラスト評価値のピークが位置す
る多点焦点検出領域（以下、「最至近合焦領域」と呼ぶ。）に対して合焦動作を行う。ま
た、最至近合焦領域の合焦位置の被写界深度内に合焦位置を有する他の多点焦点検出領域
（以下、「深度内合焦領域」と呼ぶ。）を検出する。合焦動作後、最至近合焦領域と深度
内合焦領域に対して、表示部１３０に表示されているライブビュー表示に重畳するように
合焦を示すグラフィックを表示する。
【００３８】
　一方、多点ＡＦモードでは無い場合、即ち１点ＡＦモードの場合、Ｓ１７において、動
画スイッチ１３５の操作により撮影モードが静止画モードになっているか判定される。撮
影モードが静止画モードであれば、１点の焦点検出領域３０６に最適な露出制御を行うた
め、Ｓ１８へ進む。一方、動画モードであれば、上述したように動画記録の品質を優先し
て焦点検出のための露光制御を行わないことが望ましいため、焦点検出領域３０６に最適
な露光制御をバイパスして、Ｓ１９へ進む。
【００３９】
　Ｓ１８では、焦点検出領域３０６に適した露光量となるように露出制御を行った後、Ｓ
１９へ進む。例えば、焦点検出領域３０６の輝度が、予め決められた輝度の範囲内となる
ように露出制御を行う。Ｓ１９では、フォーカスレンズ１０１のフォーカス位置を変更し
ながら、１点の焦点検出領域３０６でコントラスト評価を行い、合焦位置へフォーカスを
制御する。
【００４０】
　上記の通り本実施の形態によれば、コントラストＡＦ方式による焦点検出を行う際に、
焦点調節領域に高輝度の画像信号が混入していても、焦点検出性能の低下を抑えることが
できるようになる。
【００４１】
＜変形例＞
　上述した実施の形態では、Ｓ１３にて高輝度の画像信号の混入を検出し、Ｓ１４にて高
輝度の画像信号が混入した多点焦点検出領域の数を計数し、所定の閾値より大きい場合に
、Ｓ１５にて高輝度対策の露出制御を行っていた。
【００４２】
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　本変形例では、更に、低輝度状態の多点焦点検出領域の数を計数し、所定数以上であれ
ば、Ｓ１５にて低輝度対策として露光量をオーバー側に制御する露出制御を追加で行う。
ここでは、例えば、多点焦点検出領域それぞれの画像信号の輝度平均値を求め、求めた輝
度平均値が予め決められた輝度よりも低い多点焦点検出領域を検出し、その数を計数する
。このような構成にすることで、さらに低輝度状態での焦点検出性能の低下を抑えること
ができるようになる。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図３】

【図４】
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